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－機能性発酵食品の製造・流通コスト低減にも期待－

成果の特徴
• 農研機構が保有するNARO乳酸菌ライブラリから、抗菌性と消化管ムチン付着性
を併せ持つ5株の乳酸菌を選抜しました。

• これらの乳酸菌は発酵食品の製造・熟成・流通過程(塩蔵・冷蔵)だけでなく、
摂食後の消化管内環境下でも高い生存性を示す可能性があります。

成果の内容

想定される用途・連携希望先
ひとつの乳酸菌株で「製造・流通過程の雑菌汚染防止」と「発酵食品への健康増進
機能の付加」を達成可能であると予想されます。
保存料の使用や発酵スターター/機能性乳酸菌の併用を回避することで、総合的な
コスト削減へ貢献することが期待されます。
食品・飲料企業との連携を希望しています。

抗菌性と健康機能特性を両立する乳酸菌
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抗菌活性
製造・流通過程での

雑菌汚染防止

環境耐性
高い生残性で
効果維持へ寄与

消化管ムチン付着性
GG株と同等の
健康機能に期待
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